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久御山町を日本のモデルに・・住み良い町へ明日への挑戦！ 

                                   平成 30 年 1 月 10 日発行 

                                     ＜第 17 号＞ 

                                     島ひろき事務所 

                                  京都府久世郡久御山町栄 3-1-184 

                                   Tel&Fax 0774-26-5181 

                                 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.shima-hiroki.jp 

 

☆ ご挨拶 ☆ 

日頃より、皆さまのご支援ご指導に心より御礼申し上げます。 

まもなく久御山町議会では平成 30 年度の町予算に対しての審査が始まります。 

私も議員になり 7 年が過ぎました。 

初心忘れず町政の発展と住民福祉の向上に全力をつくす所存でございます。 

これからも、皆さまのご支援ご鞭撻の程、よろしくお願いいたします。 

 

☆ 実績・活動報告 ☆ 

◇ 平成 29 年の主な活動 ◇ 

 

① 第 17 期久御山町議会議長を 2 年間無事終えることが出来、5 月臨時議会において 

議長を退任いたしました。 

また、議長退任後、会派「くみやまみらい」の代表となりました。 

 

② 平成 28 年度決算特別委員会では、委員長に選ばれました。 

10 月に 6 回の審査をし、12 月定例会で委員会報告をさせていただきました。 

一般会計・特別会計はすべてが可決認定されました。 

 

③ 9 月議会定例会で一般質問を致しました。 

今回は、信貴町長の公約の中から 2 点について伺いました。 

質問項目は、   

1. 民間新バス路線の誘致及び充実について   

2. 手話言語条例の制定について 

 

具体的には、 

1 については、新たにクロスピアから松井山手駅までの新規路線についていつごろ 

実現するのか、具体的ルートは、補填の有無についてを問いました。 

時期は、平成 30 年 3 月のバス路線ダイヤ改正に向けて進められ、具体的なルートは、 

クロスピアから久御山工業団地・岡本記念病院経由の松井山手駅までの南部路線と 

言う事でした。 

島ひろき議員便り 
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また、事業者は将来採算をとれる予測があり、それまで久御山町に一部補填の必要で 

あるかもしれないと言う事でしたので、私からこれは路線バス拡大の大きなチャンス 

であり、無理のない補填であれば大局観を以って実現するよう要望しました。 

同時に、御牧地区を通る京阪淀駅への路線の復活も地域とも協議しながら実現できる 

よう進めて戴きたいと要望しました。 

久御山町にとって路線バスは大きな公共交通機関であり、その充実がまちの発展に 

つながることを訴えました。 

これら全ての質問に対し、今回は積極的な答弁があり大変心強く感じました。 

  ←新バス路線案が実現！！ 

続いて、2 つめの手話言語条例の制定については、3 年前に手話言語法の意見書を 

議会全会一致で可決したことを踏まえ、次のステップは手話言語条例を久御山町で 

制定すべきと訴えました。 

町長からは手話を交えお答え戴き、平成 30 年中に条例を施行できるように進めて 

行くと言う、たいへん前向きな答弁を戴きました。 

私から、一日も早く条例を制定し、地域全体で手話への理解と普及を進めるよう重ねて 

お願いをいたしました。 

今回の手話言語法制定の質問には、久御山町ろうあ協会の服部代表や山城地区ろうあ 

協会の皆さんも傍聴に来られました。 

傍聴席では 3 名の手話通訳者の方が傍聴者に対し、私の質問や答弁に対し熱心に通訳を 

して頂きました。 

特に、町長が手話を交えて答えられたことや具体的な制定時期に触れられたことは、 

たいへん心強く、うれしく思いました。 

ぜひ手話言語条例制定を一日も早く実現できるよう、これからも後押ししてゆきます。 

 

④ 議員としての視察研修に行きました。 

民生教育常任委員会では 7 月 11 日、12 日に視察研修を致しました。 

愛知県阿久比町（あぐいちょう）では「子どもの発達支援について」、 

三重県四日市市では「地域包括支援システムについて」を研修しました。 

今回の研修も明日の久御山町づくりにたいへん参考となりました。 
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⑤  面積が 15 ㎢以内の自治体議員が集まる「第 7 回全国コンパクトタウン議会サミット」 

 が宮城県七ヶ浜町で 5 月 18 日、19 日に開催されましたので参加しました。 

今回は全国 12 町議会から 86 名の参加者となりました。  

       

基調講演は、七ヶ浜寺澤町長より「七ヶ浜町における津波、そして復興」の演題で 

震災から復旧復興について講演されました。 

約 1 時間 30 分の講演では、実際の写真や映像をもとに、七ヶ浜の取組を紹介され、 

復興概要から被災状況、復興計画・住宅復興・地域復興、治山事業・地区計画、 

産業復興、そして課題や問題点、改善点などを具体的に説明していただきました。 

印象に残る言葉として、災害が起きていないところは「未災地」としての準備が 

いかに大切かを強調されました。 

大変わかり易く実体験をもとにお話いただき大いに勉強させて戴きました。 

【現地視察】 

        

被災された仙台火力発電所  ↓左の目盛の上が津波の高さ 

      

現地視察は、七ヶ浜町の被災地や復興後の高台移転された住宅地域や被災された仙台火力 

発電所などを訪問しました。 

 

⑥  毎月第一水曜日に実施されています「いきいきサロン」に参加しています。 

多くの高齢者の方の参加があり、福祉協力員の皆さんにより毎回楽しい内容で 

運営をされています。 

介護予防が大きな目的ですが、参加している私も毎回楽しんでおります。 
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☆あとがき☆ 

 

平成 23 年 4 月に初めて議員になり、早いもので 6 年 8 カ月余りが過ぎました。 

2 期目前期 2 年間で議長という大役を終え、議員の幅も広がってまいりました。 

議長の経験を活かし、より住民の皆さまの声を行政に伝え、住みやすい町づくりに全力を 

注いでゆきたいと思います。 

       ☆現在 私が所属しています会派・委員会 

会   派：くみやまみらい（4 名）代表 

委員会 ：1.民生教育常任委員会   委員 

2.公共交通調査特別委員会 委員      

 

   1 年が早く感じます。平成 29 年は皆さんにとりましていかがな年でしたでしょうか？ 

   私も健康に気を付け、皆さまのご期待に沿えますよう頑張ります。 

     

 

平成 30 年のスローガン 

        パッション（情熱） 
        初心忘れず、情熱を！！！ 

 

 

 

 


